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1 適用 

「土木設計業務等の電子納品要領」（以下，「本要領」という）は，広島県が発注する土木工

事に係る設計及び計画業務に係る土木設計業務等委託契約約款及び設計図書に定める成果品を電

子的手段により提出する際の基準を定めたものである。 

なお，測量，地質・土質調査等に関する業務についてもこれに準ずる。 
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2 フォルダ構成 

電子的手段により引き渡される成果品は，図 2-1 に示されるフォルダ構成とする。 

電子媒体のルート直下に「REPORT」，「DRAWING」，「PHOTO」，「SURVEY」，「BORING」のフ

ォルダ及び業務管理ファイルを置く。各管理ファイルを規定する DTD 及び XSL ファイルも該当フ

ォルダに格納する。ただし，XSL ファイルの格納は任意とする。「REPORT」フォルダの下に「ORG」

サブフォルダを置く。また，i-Construction に係る電子データファイルを格納するため，電子媒

体のルート直下に「ICON」を置く。格納する電子データファイルがないフォルダは作成しなくて

もよい。 

各フォルダ及びサブフォルダに格納するファイルは，次の通りとする。 

・「REPORT」フォルダには，報告書ファイル及び報告書管理ファイルを格納する。「報告書フ

ァイル」は，設計図書に規定する成果品のうち報告書，数量計算書，設計計算書，概算工事

費，施工計画書等の文章，表，図で構成される電子データファイルである。DTD 及び XSL フ

ァイルもこのフォルダに格納する。 

ただし，XSL ファイルの格納は任意とする。「ORG」サブフォルダには，報告書オリジナルファ

イルを格納する。 

・「DRAWING」フォルダには，図面の電子データファイルを「CAD 製図基準」に従い格納する。 

・「PHOTO」フォルダには，設計図書に規定する写真のうち，写真帳として納品する写真の電子

データファイルを「デジタル写真管理情報基準」に従い格納する。 

・「SURVEY」フォルダには測量の電子データファイルを「測量成果電子納品要領」に従い格納

する。 

・「BORING」フォルダには地質・土質の電子データファイルを「地質・土質調査成果電子納品

要領」に従い格納する。 

・「ICON」フォルダには，i-Construction に係る電子データファイルを関連する要領等に従い

格納する。 

・フォルダ名称は，半角英数大文字とする。 

・図 2-1 のフォルダの順番は例示であり，表示の順番はこれによるものではない。 
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    INDEX_D.XML（業務管理ファイル）   

      
          
    INDE_D05.DTD   

      
          
       REPORT.XML（報告書管理ファイル） 
      
  REPORT 

（報告書フォルダ） 

     
    REP04.DTD 
   
          
       REPORT01.PDF （報告書ファイル 01） 
      
     ・     
     ・     
     ・     

       REPORTnn.PDF （報告書ファイル nn） 
      
          
       

 

   REP01_01.XXX 

（報告書オリジナルファイル 01_01）         

     ORG 

（報告書オリジナル 

ファイルフォルダ） 

・  
     ・  
     ・  

     REPnn_mm.XXX 

（報告書オリジナルファイル nn_mm）          

          
               DRAWING（図面フォルダ）  

      
      CAD 製図基準  

          
               PHOTO（写真フォルダ）  

      
      デジタル写真管理情報基準  

          
               SURVEY（測量データフォルダ）  

      
      測量成果電子納品要領  

          
               BORING（地質データフォルダ）  

      
      地質・土質調査成果電子納品要領  

          
               ICON（i-Construction データフォルダ）  

      
      i-Construction 関連要領等  

図 2-1 フォルダ構成 
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3 成果品の管理項目 

3-1 業務管理項目 

電子媒体に格納する業務管理ファイル（INDEX_D.XML）に記入する業務管理項目は，次の表に示

すとおりである。 

表 3-1 業務管理項目 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

基

礎

情

報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の電子媒体

であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版（「土木

201903-01」で固定）を記入する。 

（分野：土木，西暦年：2019，月：03，版：01） 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

報告書フォルダ名 
報告書を格納するために「REPORT」フォルダを作成した場

合はフォルダ名称（REPORTで固定）を記入する。 
半角英数大文字 6 固定 ▲ ○ 

報告書オリジナル 

ファイルフォルダ名 

報告書オリジナルファイルを格納するフォルダを作成し

た場合はフォルダ名称（REPORT/ORG で固定）を記入する。 
半角英数大文字 10 固定 ▲ ○ 

図面フォルダ名 
図面を格納するために「DRAWING」フォルダを作成した場

合はフォルダ名称（DRAWING で固定）を記入する。 
半角英数大文字 7 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 
写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成した場合

はフォルダ名称（PHOTOで固定）を記入する。 
半角英数大文字 5 固定 ▲ ○ 

測量データフォルダ名 
測量データを格納するために「SURVEY」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称（SURVEY で固定）を記入する。 
半角英数大文字 6 固定 ▲ ○ 

地質データフォルダ名 
地質データを格納するために「BORING」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称（BORING で固定）を記入する。 
半角英数大文字 6 固定 ▲ ○ 

業

務

件

名

等 

業務実績システム 

バージョン番号 

国土交通省「電子納品に関する要領・基準」Web サイトを

参照し記入する。 
半角数字 12 □ ◎ 

業務実績システム 

登録番号 

コリンズ・テクリスセンターが発行する登録内容確認書に

記載される番号を記入する。テクリス登録番号がない業務

は，「0」を記入する。 

半角英数字 11 ■ ◎ 

設計書コード 

契約図書の施行番号 13 桁を記入する。 

例）2782120170620 

（HYPHEN-MINUS）は省略する。 

半角英数字 30 ■ ◎ 

業務名称 
設計図書に記載されている契約上の正式な業務名称を記

入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住 

所 

情 

報 

※ 

住所コード 
該当地域の住所コードを記入する。当該がない場合は

「99999」とする。（複数記入可） 
半角数字 5 固定 □ ◎ 

住所 該当地域の住所を記入する。（複数記入可） 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

履行期間-着手 

契約上の履行期間の着手年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入

する。月または日が 1桁の数の場合「0」を付加して，必

ず 10桁で記入する。 

（CCYY：西暦の年数，MM：月，DD：日） 

例）平成 28年 11 月 1日→2016-11-01 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

10 固定 ■ ◎ 

履行期間-完了 

契約上の履行期間の完了年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入

する。月または日が 1桁の数の場合「0」を付加して，必

ず 10桁で記入する。 

（CCYY：西暦の年数，MM：月，DD：日） 

例）平成 29年 3月 25日→2017-03-25 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

10 固定 ■ ◎ 
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分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

場

所

情

報 

測地系 

日本測地系，世界測地系（JGD2000），世界測地系（JGD2011）

の区分コードを記入する。日本測地系は「00」，世界測地

系（JGD2000）は「01」，世界測地系（JGD2011）は「02」

を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ◎ 

水

系

‐

路

線

情

報

※ 

対象水系路線コー

ド 

テクリス入力システムの業務対象水系・路線等コードを記

入する。 
半角数字 5 固定 □ △ 

対象水系路線名 契約図書の路河川名を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」，「旧道：2」，「新道：3」，「未調査：0」

のいずれかを記入する。 
半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コード 
「河川コード仕様書」に準拠し発注者が指示する河川コー

ドを記入する。（複数記入可） 
半角数字 10 固定 □ ○ 

左右岸上下線コー

ド 

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別を示す左右

岸上下線コードを記入する。（複数記入可） 
半角数字 2 固定 □ ○ 

測

点

情

報

※ 

起点側測点-n 
（自）n＋m 

nを 4 桁で記入する。 
半角数字 4 固定 □ ○ 

起点側測点-m 
（自）n＋m 

mを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側測点-n 
（至）n＋m 

nを 4 桁で記入する。 
半角数字 4 固定 □ ○ 

終点側測点-m 
（至）n＋m 

mを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

距

離

標

情

報

※ 

起点側距離標-n 
（自）n＋m 

nを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

起点側距離標-m 
（自）n＋m 

mを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-n 
（至）n＋m 

nを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-m 
（至）n＋m 

mを 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

境

界

座

標

情

報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が西経の場合は，頭文字に「-」（HYPHEN-MINUS）

を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 □ ◎ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が西経の場合は，頭文字に「-」（HYPHEN-MINUS）

を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 □ ◎ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が南緯の場合は，頭文字に「-」（HYPHEN-MINUS）

を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 □ ◎ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が南緯の場合は，頭文字に「-」（HYPHEN-MINUS）

を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 □ ◎ 
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分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

施

設

情

報 

※ 

施設コード 

施設コードを記入する。 

（0101）橋梁，（0102）横断歩道橋，（0103）トンネル，

（0104）シェッド，（0105）大型カルバート，（0106）門

型標識等，（0199）その他（道路分野），（0201）ダム，

（0202）砂防，（0203）災害復旧，（0204）堤防，（0205）

水門，（0206）河川，（0207）樋門・樋管，（0208）河川

構造物，（0299）その他（河川分野），（0501）直轄砂防

施設，（0599）その他（砂防），（0601）都市公園，（0699）

その他（公園），（9999）その他（上記 4 分野以外の施設） 

半角数字 4 □ 〇 

施設名称 施設名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ 〇 

測地系 

日本測地系（旧測地系），世界測地系（JGD2000，JGD2011）

の区分コードを記入する。日本測地系は「00」，世界測地

系（JGD2000）は「01」，世界測地系（JGD2011）は「02」

を記入する。 

半角数字 2 固定 □ 〇 

緯

度

経

度

＊1 

施設情報 

緯度 

施設の代表点の経度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が南緯の場合は，頭文字に「-」 

（HYPHEN-MINUS）を含み 4 桁とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 

□ 〇 

施設情報 

経度 

施設代表点の経度を記入する。 

度（4 桁）分（2 桁）秒（2桁） 

対象領域が西経の場合は，頭文字に「-」 

（HYPHEN-MINUS）を含み 4 桁とする。 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

8 

平

面

直

角

座

標

＊2 

施設情報 

平面直角座標 

系番号＊2 

施設の代表点の平面直角座標（19系）の系番号を記入する。 半角英数字 2 

□ 〇 

施設情報 

平面直角座標 

X 座標 

施設の代表点の平面直角座標（19系）を X 座標で記入する。 

（ｍ） 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

11 

施設情報 

平面直角座標 

Y 座標 

施設の代表点の平面直角座標（19系）を Y 座標で記入する。 

（ｍ） 

半角数字 

- 

（HYPHEN-MINUS） 

11 

発

注

者

情

報 

発注者機関コード 発注者機関コードを記入する。 半角数字 8 固定 ■ ◎ 

発注者機関事務所名 発注機関・事務所の名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受

注

者

情

報 

受注者名 企業名（正式名称）を記入する。 
全角文字  

半角英数字 
127 □ ◎ 

受注者コード 

コリンズ・テクリスセンターから通知される企業 IDを記

入する。受注者コードを持たない受注者は，「0」を記入

する。 

半角英数字 10 □ ◎ 

業

務

情

報 

主な業務の内容 
主な業務の内容を「1.調査設計」「2.地質調査」「3.測量」

「4.その他」から選択し番号を記入する。 
半角数字 1 固定 □ ◎ 

業務分野コード 業務分野コード表より選択し記入する。（複数記入可能） 半角英数字 7 固定 ■ ◎ 

業務キーワード 業務キーワード集より選択し記入する。（複数記入可能） 
全角文字 

半角英数字 
20 ■ ◎ 

業務概要 
業務の概要を記入する。業務の要点が理解しやすいように

簡潔かつ正確に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
500 ■ ◎ 

予備 特記事項がある場合に記入する。（複数記入可） 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用する。（複数記入

可） 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については，全角の文字数を示しており，半角英数

字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】 ■：テクリスから出力される XML ファイルから取り込むことが可能な項目 

   □：電子成果品作成者が記入する項目 

   ▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目 

【必要度】 ◎：必須記入。 

   ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

   △：任意記入。 
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※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 

*1）緯度経度，平面直角座標のいずれか一方のみを記入する。 

*2）平面直角座標系番号の詳細については，国土地理院のホームページを参照する。 
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3-2 報告書管理項目 

電子媒体に格納する報告書管理ファイル（REPORT.XML）に記入する報告書管理項目は，次の表

に示すとおりである。 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

報

告

書

フ

ァ

イ

ル

情

報

※ 

報告書名 報告書ファイルの内容が分かるよう報告書名を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

報告書副題 
報告書名が漠然としている場合は内容が分かる程度の副題を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

報告書ファイル名 報告書ファイルのファイル名を拡張子を含めて記入する。 半角英数大文字 12 固定 ▲ ◎ 

報告書ファイル日本語

名 
報告書ファイルに関する日本語名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

報告書ファイル作成 

ソフトウェア名 

報告書ファイルを作成したソフトウェア名をバージョンを含

めて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

設計項目* 

設計業務等共通仕様書の「成果物」に規定する「設計項目」

を記入する。（報告書オリジナルファイルを設計業務等共通

仕様書の設計項目ごとに分けた場合は記入する。） 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ○ 

成果品項目* 

設計業務等共通仕様書の「成果物」に規定する「成果物項目」

を記入する。（報告書オリジナルファイルを設計業務等共通

仕様書の成果物項目ごとに分けた場合は記入する。） 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ○ 

報

告

書

オ

リ

ジ

ナ

ル

フ

ァ

イ

ル

情

報

※ 

報告書オリジナル

ファイル名 

 

報告書オリジナルファイルのファイル名を拡張子を含めて記

入する。 

 

半角英数大文字 13 ▲ ○ 

報告書オリジナル

ファイル日本語名 

 

 

報告書オリジナルファイルの内容について記入する。 

 

 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

報告書オリジナル

ファイル作成 

ソフトウェア名 

格納した報告書オリジナルファイルを作成したソフトウェア

名をバージョンを含めて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

そ

の

他 

受注者説明文 受注者側で特記すべき事項がある場合は記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で協議した結果，紙で

納品する成果品がある場合は資料名を記入する。説明文以外

で特記すべき事項があれば記入する。（複数入力可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェアメーカが管理のために使用する。（複数入力可） 
全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については，全角の文字数を示しており，半角英数

字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

   ▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

   ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

   △：任意記入。 

注）*：設計項目と成果品項目は，重複する場合でも両方に記入する。 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 
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4 ファイル形式 

成果品のファイル形式は，次のとおりとする。 

・業務管理ファイル及び報告書管理ファイルのファイル形式は XML 形式（XML1.0に準拠）とす

る。 

・報告書ファイルのファイル形式は PDF 形式とする。 

・報告書オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形式は，調査職員と協議し決定す

る。 

・図面管理ファイルは「CAD 製図基準」，写真管理ファイルは「デジタル写真管理情報基準」，

測量情報管理ファイルは「測量成果電子納品要領」，地質情報管理ファイルは「地質・土質

調査成果電子納品要領」に準じる。 

・図面ファイルのファイル形式は「CAD 製図基準」に準じる。 

・写真ファイルのファイル形式は「デジタル写真管理情報基準」に準じる。 

・地質・土質データのファイル形式は「地質・土質調査成果電子納品要領」に準じる。 

・測量データのファイル形式は「測量成果電子納品要領」に準じる。 

・各管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが，作成する場合は XSL に準じる。 
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5 報告書ファイルの作成 

5-1 ファイルの作成 

・用紙サイズは，A4 縦を基本とする。 

・印刷を前提とした解像度，圧縮の設定を行う。 

・不要なフォントの埋め込みは行わない。また，特殊なフォントは用いない。 

5-2 ファイルの編集 

・PDF 形式の目次である「しおり（ブックマーク）」を報告書の目次と同じ章，節，項（見出

しレベル 1～3）を基本として作成する。また，当該ファイル以外の別ファイルへのリンクと

なるしおりに関しては，大項目（章）に関してのみ作成する。 

・パスワード，印刷・変更・再利用の許可等のセキュリティに関する設定は行わない。 
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6 ファイルの命名規則 

・ファイル名・拡張子は，半角英数大文字とする。 

・ファイル名 8 文字以内，拡張子 3 文字以内とする。 

・業務管理ファイルは「INDEX_D.XML」とし，業務管理ファイルの DTD は「INDE_D05.DTD」（04

は版番号）とする。報告書オリジナルファイルの拡張子は，4 文字でもよい。 

・報告書管理ファイルは「REPORT.XML」とし，DTD は「REP04.DTD」（04 は版番号）とする。 

・各管理ファイルのスタイルシートのファイル名は，「INDE_D05.XSL」，「REP04.XSL」とする。 

・報告書ファイルの命名規則は次図の通り。 

 

REPORT  nn . PDF 

     
 

 

図 6-1 報告書ファイルの命名規則 

 

・報告書オリジナルファイルの命名規則は次図の通り。 

 

REP  nn  _  mm . XXX 

 

 

        
 

 

 

 

 

図 6-2 報告書オリジナルファイルの命名規則 

  

大文字のアルファベット 6 文字 

「REPORT」：固定 

英数字 2文字： 連番 

（nn）  （01～99 ※1） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 

英数字 2文字：報告書ファイルの番号 

(nn)    （01～99 ※1） 

アンダースコア 1 文字 

「_」：固定 

英数字 2文字：関連報告書ファイル内で連番 

(mm)    （01～99 ※1） 

オリジナルファイル作成ソフト 

(.XXX）固有の拡張子 

大文字のアルファベット 3 文字

「REP」：固定 
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7 電子媒体 

7-1 電子媒体 

電子媒体へ格納された情報は，次の条件を満たさなければならない。 

1  情報の真正性が確保されていること。 

2  情報の見読性が確保されていること。 

3  情報の保存性が確保されていること。 

7-2 電子媒体の表記規則 

・電子媒体には，「施行番号」，「業務名称」，「作成年月」，「発注者名」，「受注者名」，

「何枚目／全体枚数」，「ウィルスチェックに関する情報」，「フォーマット形式」，「発

注者署名欄」，「受注者署名欄」を明記する。 

7-3 成果品が複数枚に渡る場合の処置 

・成果品は，原則 1 枚の電子媒体に格納する。 

・データが容量的に 1 枚の電子媒体に納まらず複数枚になる場合は，同一の業務管理ファイル

（INDEX_D.XML）を各電子媒体のルート直下に格納する。ただし，基礎情報の「メディア番号」

には該当する番号を記入する。 

・各フォルダにおいても同様に，同一の管理ファイルを各電子媒体に格納する。 
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8 その他留意事項 

8-1 ウィルス対策 

・受注者は，納品すべき成果品が完成した時点で，ウィルスチェックを行う。 

・ウィルス対策ソフトは特に指定はしないが，信頼性の高いものを利用する。 

・最新のウィルスも検出できるように，ウィルス対策ソフトは常に最新のデータに更新（アッ

プデート）したものを利用する。 

・電子媒体の表面には，「使用したウィルス対策ソフト名」，「ウィルス（パターンファイル）

定義年月日またはパターンファイル名」，「チェック年月日（西暦表示）」を明記する。 

8-2 使用文字 

・本規定は，管理ファイル（XML 文書）を対象とする。 

・半角文字を JIS X 0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字を除いたラテン文字用図

形文字のみとする。 

・全角文字を JIS X 0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を除いた文字のみとする。 

8-3 電子化が困難な資料の取り扱い 

電子化が難しいパース図類や特殊アプリケーションを利用したデータファイルの取扱いは，

事前に調査職員と協議する。 
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